
こ

の

ほ

ど

、

京

都

市

交

通

局

が

「

市

バ

ス

地

下

鉄

事

業

経

営

ビ

ジ

ョ

ン

改

定

版

（

案

）
」

な

る

文

書

を

発

表

、

赤

字

を

理

由

に

、

「

市

バ

ス

円

、

地

下

鉄

20

円

の

運

賃

改

定

を

見

込

30み

、

計

画

期

間

中

（

20

21

年

～

年

）

の

早

期

の

実

28

施

を

目

指

し

ま

す

」

と

の

方

針

が

明

ら

か

に

さ

れ

ま

し

た

。

月

日

ま

で

、

12

10

市

民

意

見

募

集

中

で

す

の

で

、

ご

意

見

を

提

出

さ

れ

る
よ
う
、
呼
び
か
け
ま
す
。

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

・

メ

ー

ル

の

他

、

郵

送

・

も

可

能

FAX

で
す

。
「
改
定
版
（
案
）
」

本

文

や

、

意

見

応

募

の

方

法

等

、

詳

細

は

井

上

議

員

迄
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※

※

こ

の

件

に

つ

い

て

井

上

議
員
に
聞
き
ま
し
た
。

ー
赤
字
の
原
因
は
？

井

上

議

員

●

＝

減

収

は

、

交

通

局

自

身

が

「

コ

ロ

ナ

感

染

拡

大

防

止

の

為

、

運

休

等

、

利

用

を

減

ら

す

」

と

の

方

針

を

実

践

し

て

き

た

た

め

で

、

こ

れ

自

体

は

正

し

い

と

思

い

ま

す

が

、

コ

ロ

ナ

を

原

因

と

す

る

減

収

は

、

国

や

市

が

責

任

を

持

つ

べ

き

で

す

。

市

民

・

利

用

者

へ

の

負

担

転

嫁

は

ス
ジ
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

ー

観

光

客

減

の

影

響

も

？

●

そ

れ

も

コ

ロ

ナ

が

原

因

で

す

。

た

だ

私

は

、

外

国

人

観

光

局

に

頼

っ

て

き

た

面

が

あ

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

市

民

の

足

を

し

っ

か

り

守

る

こ

と

と

日

本

の

勤

労

者

の

「

観

光

権

」

拡

充

を

重

視

す

べ

き

だ

と

考

え

て
い
ま
す
。

ー

交

通

局

自

身

が

「

自

立

経

営

」

方

針

と

言

っ

て

い

る
よ
う
で
す
が
。

●

そ

こ

な

ん

で

す

。

自

立

と

は

、

国

や

市

の

一

般

会

●

井

上

議

員

質

問

＝

国

保

に
も
傷
病
手
当
を
。
現
在
、

労

働

者

被

保

険

者

が

コ

ロ

ナ
の
場
合
だ
け
適
用
だ
が
、

一

般

傷

病

に

も

、

ま

た

自

営
業
者
へ
も
適
用
拡
大
を
。

和

歌

山

市

で

は

コ

ロ

ナ

な

ら

自

営

業

者

に

も

適

用

。

○

市

答

弁

＝

そ

の

気

は

な

い

。

そ

の

財

源

の

為

に

保

険
料
が
高
く
な
る
。

●

市

民

の

健

康

と

生

活

を

ど

う

守

る

の

か

。

国

に

も

声

を

挙

げ

よ

。

来

年

度

の

保
険
料
見
込
み
は
？

○
未
定
。

●

保

育

所

職

員

の

賃

金

、

配

置

基

準

や

保

育

料

等

、

計

に

頼

ら

ず

に

、

と

い

う

意

味

で

す

が

、

運

賃

だ

け

で

賄

う

の

は

、

人

口

の

多

い

東

京

や

大

阪

な

ら

と

も

か

く

、

京

都

で

は

ム

リ

で

す

。

こ

の

方

針

は

、

国

な

ど

へ

の

要

求

と

運

動

を

、

自

ら

閉

ざ

す

も

の

で

す

。

ー

運

賃

で

賄

う

の

を

独

立

採
算
制
と
言
う
ん
で
す
ね
。

●

そ

う

で

す

。

こ

の

仕

組

み

を

国

が

押

し

つ

け

て

い

る

こ

と

が

根

本

的

な

要

因

だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
交
通
局
に
は
、

そ

の

点

へ

の

批

判

的

な

視

点
は
あ
り
ま
せ
ん
。

見

直

し

の

対

象

な

の

か

。

職

員

の

定

期

昇

給

や

一

時

金

等

の

現

状

は

？

。

①

公

私

間

格

差

是

正

と

、

②

各

民
間
で
も
同
じ
条
件
で
と
、

目

指

す

べ

き

方

向

は

そ

の

二
点
だ
と
考
え
る
が
如
何
。

労

働

時

間

、

残

業

の

実

態

等

は

ど

う

か

。

休

憩

や

年

休

・

生

休

等

は

ど

う

か

。

非

正

規

の

割

合

や

、

そ

の

待

遇

は

ど

う

か

。

全

体

と

し
て
の
底
上
げ
が
必
要
だ
。

○
待
遇
は
法
人
の
問
題
だ
。

配

置

基

準

は

現

行

維

持

。

●

配

置

基

準

は

、
「

常

に

向

上

を

」

と

い

う

の

が

そ

の

趣

旨

だ

。

市

は

「

受

益

と
負
担
」
を
強
調
す
る
が
、

「

受

益

」

は

そ

の

世

帯

だ

け

で

な

く

労

働

力

を

活

用

す

る

大

企

業

だ

と

の

考

え

方

も

あ

る

。

保

育

料

は

国

基

準

の

７

割

に

抑

え

て

い

る

と

言

わ

れ

る

が

、

昔

は

６
割
だ
っ
た
。

○

応

分

の

負

担

を

お

願

い

し
て
い
る
。

開
建
高
校
!?

洛

陽

高

校

跡

地

に

移

転

す

る

塔

南

高

校

の

名

前

を

「

開

建

高

校

」

に

変

更

と

の

市

教

委

の

提

案

で

す

。

平

安

時

代

の

地

名

に

ち

な

ん

だ

と

の

こ

と

で

す

が

、

あ
な
た
の
ご
意
見
は
？
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市
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円
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20
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交通局市民意見の応募先
ホームページ：京都市情報館のご意見送信フォーム

電子メール：koutsu-kikaku@city.kyoto.lg.jp
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京都市交通局企画総務部財政課経営計画担当 宛

市長は、市民の暮らしと営業、雇用を守れ
＝府市民要求実現総行動＝

16 日、労働組合や商工団体等々の共催
で、「要求実現府市民総行動」が取り組ま

れ、市長への要求書の提出、市役所周辺

でのデモ行進等に取組まれました。議会

の合間、井上議員ら党市議団も参加。

井
上
議
員
の
委
員
会
質
問
よ
り


